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授業概要  

 

日本語教師を目指す人に、日本語教育とはどのようなものか、どのような指導を行うのかについて基礎知識を

身につける。文字、漢字、文法、発音等についての日本語の特徴、国語指導法と日本語指導法の違いを学びそ

の上で「話す」「聞く」「読む」「書く」をどのように指導するのか基礎知識を概説する。 

  

 

 

 

授業計画  

 
第 1 回 日本語教育の特色 

第 2 回 国語教育と日本語教育の違い 

第 3 回 教授法のいろいろ 

第 4 回 日本語教育の歴史 

第 5 回 日本語教育の目標 

第 6 回 日本語教育の教科書 

第 7 回 日本語の音声の特徴と指導 

第 8 回 日本の文字と指導 

第 9 回 日本語の語彙と指導 

第10回 日本語の文法と指導 

第11回 カリキュラムの立て方 

第12回 読解の指導 

第13回 書き方の指導 

第14回 聴解の指導 

第15回 話し方の指導 

第16回 筆記試験 
 

到達目標  

 

日本語教育法に関する基礎知識を身につける。 

 

履修上の注意  

 

積極的に授業に参加すること。欠席は 5 回まで。遅刻は 3 回で 1 回欠席とみなす。 

予習復習  

 

学んだことを毎回復習するようにすること。 

 

評価方法  

 

出席、授業態度（10％）、期末試験（90％） 

 

テキスト  

 

授業時にプリントを配布 

 

 


